
担当課 農政課かごしまの食ブランド推進室
連絡先 099-286-3095

問１

その他

（一部抜粋）

問２

問３

問４

「食の安心・安全」について

○調査目的
　県では，食の安心・安全推進条例に基づく「第２次鹿児島県食の安心・安全推進基本計画」に沿って，食の
安心・安全の確保に係る施策を推進しています。
　今回のアンケートは,今後の県の施策等を検討する上での参考とするために実施しました。

食品の生産から流通の中で,特に不安を感じたり信頼できないと感じたりすることは何ですか。(３つ選択）

令和元年度　第16回　県政モニターアンケート調査結果

○調査時期 令和２年３月

○テーマ

・中国産などの外国産は購入を控える。

・極端に価格が安いと，産地偽装を考えてしまう。

○調査対象者数 200人
○回答者数 151人　（回答率：75.5%)

食品を購入する際の判断基準は何ですか。(３つ選択）

日常の生活の中で,食に対して不安を感じることがありますか。

・成分表の表示やマーク，低カロリー品目を優先して購入している。

あなたは，県内で食の安心・安全の確保に関する取組が，十分に行われていると感じますか。
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有毒魚介類等（フグ，貝毒等）の流通

特にない

生産履歴やトレーサビリティなどの信頼性

食品廃棄物の処理

家畜の各種疾病（高病原性鳥インフルエンザやＢＳＥ等）

予防や治療のために使用される，動物用及び水産用医薬…

食品の表示

農薬及び肥料の使用

残留農薬

加工食品の原料

食品の製造・加工段階の衛生管理
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その他

名称（ブランド名やマーク類を含む）

簡便性（カット野菜，レトルト食品など）

栽培方法（特別栽培農産物や有機栽培など）

見た目

表示（消費・賞味期限やアレルギー表示など）

味

安全性

産地（国産や県産など）

鮮度

価格

（選択者数）
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問５

問６

問７

問８

その他 ・放射性物質に関する情報

（２）食品表示や食の安心・安全について

　県では，安心・安全の基準に沿って生産された農林水産物を認証する「かごしまの農林水産物認証制度（Ｋ－ＧＡＰ（ｹｲｰｷﾞｬｯ
ﾌﾟ））」を設けていますが，この制度を御存じですか。

県では，「鹿児島県食の安心・安全基本計画」の見直しを行っています。今後の食の安心・安全に関する施策として，さ
らに，どの取組を充実した方が良いと思われますか。(３つ選択）

Ｋ－ＧＡＰを取得した農林水産物を購入したいと思いますか。

K-GAP認証された農林水産物には，包材等に右の認証マークを印刷して販売することができますが，このマークをご存じですか。

（１）農林水産物の安心・安全について
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値段が，安くても購入しない

少々，値段が高くても購入したい

積極的に購入したい

K-GAP以外の産物と値段が同じか同程度であれば，購入したい
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K-GAPマーク
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リスクコミニュケーションの推進

健康増進に関する施策との連携

健康への被害（まん延）防止対策

食育に関する施策との連携

食の安心・安全の確保の推進を担う人材の育成

食品表示の適正化に向けた取組

食の安心・安全確保に向けた生産者・食品関連事業者の取組に関する情報発信
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危機管理体制の整備

農林水産物のトレーサビリティの取組促進

各種疾病・病害虫等の発生防止対策の推進

食品関連事業者の自主的な衛生管理への取組

消費段階における安全性の確保

食の安心・安全の確保に向けた調査・研究等の推進

製造・加工，流通・販売段階における監視指導の充実

農林水産物の生産段階における安心・安全確保対策


